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ト
、
相
撲
大
会
、
仏
壇
供
養
祭
な
ど
の
催

し
も
行
わ
れ
、ボ
ル
タ
リ
ン
グ
や
ニュー
ス
ポ
ー

ツ
体
験
、
川
辺
焼
・
竹
細
工
体
験
な
ど
が

楽
し
め
ま
す
。

　

第
30
回
を
記
念
し
て
、
前
日
（
11
日
）

に
前
夜
祭
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
日
時
＝
11
月
12
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～

■
場
所
＝
清
水
岩
屋
公
園

［
問
］か
わ
な
べ
磨
崖
仏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　

☎
０
９
９
３-

56-

０
２
４
７

第
９
回
南
九
州
市
駅
伝
競
走
大
会

　

市
民
の
融
和
と
体
力
の
向
上
を
図
り
、

健
全
で
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

実
施
し
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
と
し
て
車
で
の
伴
走
は

禁
止
し
て
い
ま
す
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。	

■
日
時
＝
11
月
19
日（
日
）　
（
小
雨
決
行
）

　
　
　
　

午
前
10
時
ス
タ
ー
ト

■
場
所
＝	

粟
ヶ
窪
小
学
校
前
～
知
覧
～
川

辺
文
化
会
館

■
区
間
＝
12
区
間　
１
９・８
㎞

［
担
当
］
川	

保
健
体
育
課	

市
民
体
育
係

お
茶
一
杯
の
日
イ
ベ
ン
ト

～
知
覧
茶
マ
ル
シ
ェ
～

　

本
年
は
知
覧
茶
統
一
を
記
念
す
る
年
で

あ
り
、
お
茶
一
杯
の
日
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
マ

ル
シェ
を
開
催
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

■
日
時
＝
11
月
23
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
場
所
＝
武
家
屋
敷
群
内
藤
棚
公
園

■
主
催
＝
南
九
州
市
茶
業
振
興
会

［
問
］ 

知	

茶
業
課	

流
通
対
策
係

第
９
回
南
九
州
市
歩
こ
う
会

　

山
あ
い
を
歩
き
、
旧
頴
娃
村
を
巡
る
コ
ー

ス
で
す
。
途
中
、
美
味
し
い
お
茶
で
休
憩

し
つつ
、
旧
頴
娃
村
の
魅
力
を
家
族
や
友
人

と一緒
に
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
希
望
者
は
11
月
17
日
（
金
）
ま
で

に
社
会
教
育
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
＝
11
月
26
日
（
日
）
午
前
９
時
～

■
場
所
＝
頴
娃
・
指
宿
（
約
19
㎞
）

　
　
　
　
（
集
合
場
所
：
頴
娃
小
学
校
）

■
参
加
料
＝
５
０
０
円

■
主
催
＝
南
九
州
市
連
合
青
年
団

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

[

申
・
問]

川	

社
会
教
育
課	

社
会
教
育
係

催
　
し

11
月
は
「
文
化
芸
術
に
親
し
む

月
間
」
で
す　

～
川
辺
・
知
覧
・
頴
娃
文
化
祭
～

　

南
九
州
市
文
化
協
会
主
催
の
文
化
祭
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

○
展
示
発
表

■
開
催
日
＝
11
月
２
日
（
木
）・３
日
（
金・

祝
日
）

■
場
所
＝
川
辺
文
化
会
館・知
覧
体
育
館・

頴
娃
農
業
者
ト
レ
ー
ニン
グ
セ
ン
タ
ー

○
舞
台
発
表

■
開
催
日
＝
11
月
３
日
（
金
・
祝
日
）

■
場
所
＝
川
辺
・
知
覧
・
頴
娃
文
化
会
館

[

担
当]	

川	

社
会
教
育
課	

文
化
振
興
係	

幻
想
的
な
８
千
個
の
灯
り

　
　
　
　
　
　
「
ち
ら
ん
灯
彩
路
」

　
「
薩
摩
の
小
京
都
」

と
い
わ
れ
る
知
覧
武

家
屋
敷
庭
園
を
中
心

に
、
約
８
千
個
の
竹

灯
籠
や
紙
灯
籠
が
幻

想
的
な
夜
を
演
出
し

ま
す
。
普
段
夜
は
入

る
こ
と
の
で
き
な
い

武
家
屋
敷
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
、
こ
の
日
限

り
な
の
で
必
見
。
静
寂
な
闇
に
浮
か
ぶ
灯

り
の
揺
ら
ぎ
と
と
も
に
眺
め
る
庭
園
は
、
と

て
も
幽
玄
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
の
演
奏
や
広
場
で
の
出

店
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
家
族
ご
友
人
を

お
誘
い
の
上
、
是
非
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

■
日
時
＝
11
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
５
時
30
分
～
８
時
30
分

　

※
雨
天
時
は
、
12
日
に
順
延

■
場
所
＝
知
覧
武
家
屋
敷
庭
園一帯

　

入
園
料
無
料（
た
だ
し
、午
前
９
時
～
午

後
５
時
は
通
常
通
り
入
園
料
が
必
要
で
す
）

［
問
］ち
ら
ん
灯
彩
路
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（	

知	

商
工
観
光
課	

交
流
推
進
係
内
）

Ｂ
Ｕ
Ｚ
Ｚ	

８	

Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク	

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

夢
・
風
の
里
ア
グ
リ
ラ
ン
ド
え
い
野
外
ス

テ
ー
ジ
で
音
楽
イ
ベン
ト
を
中
心
に
、
ハン
ド

メ
イ
ド
や
雑
貨
、
フ
ー
ド
な
ど
の
マ
ル
シェ
も

出
店
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
園
く
だ
さ
い
。

■
日
時
＝
11
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
開
演

■
会
場
＝	

夢
・
風
の
里
ア
グ
リ
ラ
ン
ド
え
い

野
外
ス
テ
ー
ジ

［
問
］
夢
・
風
の
里
ア
グ
リ
ラ
ン
ド
え
い

　

☎
０
９
９
３-

36-

３
５
３
５

第
30
回
か
わ
な
べ
磨
崖
仏
ま
つ
り

　
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
玉
入
れ
合
戦
。
そ
の

ほ
か
、
フ
ィッ
シ
ン
グ
大
会
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
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募
　
集

農
産
加
工
技
術
研
修
会

　

農
産
加
工
技
術
の
向
上
と
正
し
い
加
工

機
械
の
利
用
方
法
を
学
ん
で
い
た
だ
く
た

め
、
農
産
加
工
技
術
研
修
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

農
産
加
工
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
＝
12
月
18
日（
月
）午
前

　
　
　
　

12
月
19
日（
火
）午
前

■
内
容
＝
み
そ
作
り

■
定
員
＝
10
人（
２
日
と
も
参
加
で
き
る
方

の
み
）

■
開
催
場
所
＝
川
辺
農
業
構
造
改
善
セ
ン

タ
ー
（
南
九
州
市
川
辺
町
永
田
）

■
費
用
＝
材
料
費
を
参
加
者
で
均
等
負
担

■
申
込
期
間
＝
11
月
１
日（
水
）～
15
日

（
水
）

※
担
当
係
に
お
電
話
に
て
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。（
初
回
の
方
優
先
・
先
着
順
）

［
担
当
］	

川	

支
所	

農
林
係

第
11
回
南
九
州
市
工
芸
品
創
作

技
術
コ
ン
ク
ー
ル
の
出
展
作
品

募
集

　

川
辺
仏
壇
を
始
め
と
す
る
市
内
各
地
に

伝
わ
る
伝
統
的
技
術
技
法
を
活
か
し
た
商

品
開
発
や
人
材
の
発
掘
・
確
保
を
図
る
た

め
、
工
芸
品
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

新
デ
ザ
イ
ン
や
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
新
商
品
な
ど
多
く
の
作
品
を
募
集
し
ま

す
。

■
作
品
内
容
＝
創
作
工
芸
品
や
美
術
品
で

テ
ー
マ
は
自
由
と
し
ま
す
。

※
金
工
品
や
木
工
品
、
漆
器
、
陶
・
硝
子

製
品
な
ど
（
仏
壇
本
体
を
除
く
）

※
作
品
は
作
者
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
過
去
１
年

以
内
に
製
作
し
た
も
の
（
別
の
コ
ン
ク
ー

ル
な
ど
の
受
賞
作
品
は
除
く
）。
ま
た
、

販
売
価
格
を
表
示
し
、
受
注
販
売
が
可

能
な
も
の

■
資
格
＝
市
内
に
住
所
ま
た
は
事
業
所
の

あ
る
企
業
・
各
種
団
体
・
グ
ル
ー
プ
お
よ

び
個
人

■
応
募
締
切
日
＝
平
成
30
年
１
月
10
日

（
水
）

■
表
彰
内
容
＝
大
賞
、
優
秀
賞
、
お
よ
び

鹿
児
島
県
川
辺
仏
壇
協
同
組
合
理
事
長

賞　

各
１
点

※
副
賞
…
市
商
工
会
の
商
品
券

■
応
募
方
法
＝
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
担
当
係
ま
た
は
川
辺
仏
壇

協
同
組
合
へ
提
出

※
応
募
用
紙
は
、
担
当
係
お
よ
び
川
辺
仏

壇
協
同
組
合
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
担
当
］	

知	

商
工
観
光
課	

商
工
水
産
係

南九州市市制施行10周年記念式典
　本市は、本年12月に旧３町（頴娃
町、知覧町、川辺町）による合併から
10周年を迎えます。
　そこで、南九州市市制施行10周年
を祝し、記念式典を開催します。市民
皆様のご来場をお待ちしております。
■日時＝12月３日（日）　
・オープニングセレモニー　午後１時～
・第一部　記念式典　　　　午後1時30分～
・第二部　市民第九演奏会　午後3時～
■場所＝川辺文化会館ホール
■式典内容＝�オープニングセレモニー（市民歌合唱、

市民音頭披露）、市民表彰、図画・作文
コンクール入選者表彰、フォトコンテ
スト入賞者表彰、10周年ビデオ上映

［担当］知 �総務課�総務人事係

祝 

南
九
州
市
施
行
10
周
年

　昨年の南九州市市民大学で大好評だった中嶋玲子先
生の講演会を「もう一度聞きたい！他の人にも聞かせ
てあげたい！」という要望にお応えして開催いたしま
す。
■日時＝12月17日（日）　
　開場：午後0時30分
　開演：午後1時30分
■場所＝知覧文化会館大ホール
■入場料＝無料
■	演題＝「男女共同参画の視点を取り入れた共生・協
働のまちづくり」

※�当日は、託児所（１歳～未就学児）を開設いたしま
すので12月1日（金）までに担当係へお申し込みく
ださい。

（中嶋先生のプロフィール）
　1975年　社会福祉法人浮島保育園に勤務
　1979年　結婚を機に農業に従事
　1995年　旧杷木町（現�朝倉市）町会議員に出馬
　　　　　�し2期連続トップ当選
　2002年　九州初の女性町長として杷木町長に就任
　2005年　�福岡県男女共同参画センターあすぱる館

長などを歴任
［担当］�知 �企画課まちづくり推進係

男女共同参画 市民講座

　[男性も女性も大笑い
　　　　九州初の女性町長奮闘記 ]

市民合唱団（第二部）
歓喜の声を響かせます!!

7 〚広報〛 　平成29年10月号



知…知覧庁舎☎0993-83-2511　川…川辺庁舎☎0993-56-1111　頴…頴娃庁舎☎0993-36-1111

留
学
生
と
Ｌ
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｈ　
ｄ
ｅ

　
　
　
　
　
　
　
　
交
流
会
★

南
九
州
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、鹿
児

島
大
学
の
留
学
生
と
の
交
流
イ
ベン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

■
日
時
＝
12
月
16
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

■
場
所
＝
知
覧
地
区
公
民
館

■
内
容
＝
留
学
生
の
母
国
料
理
を
作
り
、

昼
食
。留
学
生
に
よ
る
出
身
国
の
紹
介
の

後
、武
家
屋
敷
散
策
を
し
て
交
流
を
深

め
ま
す
。

■
参
加
料
＝
会
員
：
７
０
０
円
、一
般
：

１
０
０
０
円（
武
家
屋
敷
入
場
料
込
）

■
申
込
＝
先
着
20
人

■
締
切
＝
12
月
８
日（
金
）

［
申・問
］南
九
州
市
国
際
交
流
協
会
事
務

局

　
（
知	

企
画
課	

ま
ち
づ
く
り
推
進
係
内
）

11
月
は
「
不
法
投
棄
防
止
強
化

月
間
」
で
す お

知
ら
せ

市
で
は
こ
の
期
間
、県
や
警
察
と
連
携
し

不
法
投
棄
防
止
の
啓
発
活
動
や
不
法
投
棄

防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、不
法
投
棄
に

厳
正
に
対
処
し
て
い
き
ま
す
。

不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
す
。罰
則

は
、５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１
千
万
円

以
下
の
罰
金
、ま
た
は
こ
れ
ら
が
併
科
さ
れ

ま
す
。こ
の
機
会
に
一
人
ひ
と
り
が
「
不
法

投
棄
を
し
な
い
。さ
せ
な
い
。見
つ
け
た
ら
す

ぐ
電
話
を
」と
い

う
意
識
を
持
ち
、

不
法
投
棄
の
な

い
住
み
よ
い
地
域

を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。

［
担
当
］	

川	

市
民
生
活
課	

生
活
環
境
係

11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
」
で
す

虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら
「
１
８
９
番
」へ

（
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
）

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
の
５
か
条

１
．「
お
か
し
い
」と
感
じ
た
ら
迷
わ
ず
連
絡

２
．「
し
つ
け
の
つ
も
り・・・」は
言
い
訳

３
．ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い

４
．親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場

５
．虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も
起
こ
り
う
る

子
ど
も
虐
待
を
防
止
し
、虐
待
の
な
い
社

会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

［
担
当
］ 

川	

福
祉
課	

児
童
福
祉
係

お
口
の
健
康
を
守
ろ
う

「
い
い
な
、
い
い
歯
！
」

無
料
歯
科
健
診
・
相
談

南
薩
歯
科
医
師
会
で
は
、「
い
い
な
、い
い

歯
！
無
料
歯
科
健
診・相
談
」を
下
記
日
程

　
・橋
口
歯
科
医
院　
・深
町
歯
科
医
院

　
・藤
崎
歯
科
医
院　
・山
本
歯
科
医
院

「
裁
判
員
候
補
者
」
ま
た
は

「
検
察
審
査
員
候
補
者
」

に
選
ば
れ
た
方
へ

そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
は
、選
挙
権
を
有

す
る
県
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
定
さ
れ
ま

す（
た
だ
し
、20
歳
未
満
を
除
く
）。選
定
さ

れ
た
候
補
者
の
方
へ
は
、11
月
中
旬
に
「
裁

判
員
候
補
者
名
簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら
せ
」

ま
た
は
「
検
察
審
査
員
候
補
者
名
簿
へ
の

記
載
の
お
知
ら
せ
」が
届
き
ま
す
。

国
民
が
司
法
に
参
加
す
る
二
つ
の
制
度
で

す
。ぜ
ひ
、ご
協
力
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
問
］

裁
判
員
：
鹿
児
島
地
方
裁
判
所
刑
事
部
裁

判
員
係

　

☎
０
９
９-

２
２
２-

７
１
５
７

検
察
審
査
員
：
鹿
児
島
検
察
審
査
会
事
務

局

　

☎
０
９
９-

８
０
８-

３
７
１
９

に
て
実
施
し
ま
す
。	

■
日
時
＝
11
月
７
日（
火
）・８
日（
水
）

■
場
所
＝
南
薩
歯
科
医
師
会
会
員
の
各
歯

科
医
院

■
対
象
＝
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
す
べ
て

の
方

■
内
容
＝
歯
の
健
康
相
談
、歯
ぐ
き・歯
周

病
の
相
談
、歯
な
ら
び
の
相
談
、入
れ
歯

の
相
談
、口
腔
が
ん
の
相
談
、口
腔
粘
膜

疾
患
の
相
談

※
希
望
さ
れ
る
方
は
、各
歯
科
医
院
へ
電
話

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
受
診
さ
れ
た
方
に
は
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
の
粗

品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

多
数
の
受
診
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

【 

南
薩
歯
科
医
師
会
会
員
の

歯
科
医
院
】

○
頴
娃
地
域

　
・川
平
歯
科　
・黒
岩
歯
科
医
院

　
・ひ
ま
わ
り
歯
科
ク
リ
ニッ
ク　

　
・友
愛
歯
科
ク
リ
ニッ
ク

○
知
覧
地
域

　
・朝
隈
歯
科
医
院　
・い
る
か
歯
科
医
院

　
・上
野
歯
科
ク
リ
ニッ
ク　

　
・ク
ロ
ー
バ
ー
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニッ
ク

　
・ひ
し
じ
ま
歯
科
医
院

　
・横
峯
歯
科
医
院

○
川
辺
地
域

　
・川
路
歯
科
医
院　
・谷
口
歯
科

　
・か
わ
じ
歯
科
ク
リ
ニッ
ク

　
・東
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニッ
ク
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11
月
12
～
25
日
は
「
女
性
に
対
す

る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間

暴
力
は
、性
別
や
加
害
者
、被
害
者
の
間

柄
を
問
わ
ず
、決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。特
に
、配
偶
者
な
ど
か
ら
の

暴
力
や
性
犯
罪
、売
買
春
、人
身
取
引
、セ
ク

シ
ュ
ア
ル・ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、ス
ト
ー
カ
ー
行
為

な
ど
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、女
性
の
人
権

を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、男
女
共

同
参
画
社
会
を
形
成
す
る
上
で
克
服
す
べ

き
重
要
な
課
題
で
す
。期
間
中
、パ
ー
プ
ル

リ
ボ
ン
に
よ
り
啓
発
を
行
い
ま
す
。

［
担
当
］知	

企
画
課	

ま
ち
づ
く
り
推
進
係

合
に
は
必
ず
国
保
の
担
当
係
に
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

医
療
費
は
原
則
と
し
て
加
害
者
が
負
担

す
べ
き
も
の
で
す
の
で
、南
九
州
市
国
保
が

立
て
替
え
、あ
と
で
南
九
州
市
国
保
が
加
害

者
に
請
求
し
ま
す
。

■
こ
の
よ
う
な
場
合

・	

交
通
事
故
（
自
損
事
故
含
む
）
に
よ
る

傷
病

・	

他
人
の
飼
っ
て
い
る
犬
や
猫
な
ど
に
咬

ま
れ
た
傷
病

・
不
当
な
暴
力
や
傷
害
行
為
に
よ
る
傷
病

・	

そ
の
他
第
三
者
の
故
意
や
過
失
に
よ
る

傷
病

※
届
出
の
前
に
示
談
が
成
立
し
て
し
ま
う

と
、国
保
を
使
っ
て
の
治
療
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
飲
酒
運
転
や
無
免
許
運
転
な
ど
悪
質
な

法
令
違
反
、故
意
の
犯
罪
行
為
、け
ん
か

や
泥
酔
に
よ
る
け
が
な
ど
は
国
保
の
給

付
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

※
勤
務
中
や
通
勤
途
中
で
の
傷
病
は
、職
場

の
労
災
保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、職

場
の
担
当
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

［
担
当
］川	

健
康
増
進
課	

保
険
係

　
　
　

知	

・	

頴	

支
所	

市
民
生
活
係

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
に
は

国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
届
出

が
必
要
で
す

次
の
土
地
取
引
面
積
で
あ
る
場
合
、契

約
（
予
約
を
含
む
）を
締
結
し
た
日
か
ら
起

算
し
て
２
週
間
以
内
に
土
地
の
所
在
す
る

市
役
所
への
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

■
土
地
取
引
面
積
＝

◯
都
市
計
画
区
域　
５
千
㎡
以
上

◯
都
市
計
画
区
域
外　
１
万
㎡
以
上

■
届
出
者
＝
土
地
取
得
者（
買
主
な
ど
）

■
提
出
す
る
書
類
＝
土
地
売
買
等
届
出

書
、位
置
図（
縮
尺
５
万
分
の
１
以
上
の

地
形
図
）、周
辺
状
況
図（
縮
尺
５
千
分

の
１
以
上
の
住
宅
地
図
な
ど
）、地
籍
図
、

契
約
書
の
写
し
な
ど
。

※
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
届
出
を
し
な
か
っ
た
り
、偽
り
の
届
出
を

す
る
と
、６
カ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は

１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

［
担
当
］	

知	

企
画
課	

企
画
係

国
保
加
入
の
方
は

交
通
事
故
に
遭
っ
た
ら
届
出
を

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
行
為
に
よ
って

ケ
ガ
を
し
た
場
合
で
も
、国
保
（
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
）で
医
療
機
関
を
受
診

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、次
の
よ
う
な
場

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク

女性への暴力の根絶を訴
えるパープルリボン

女性のための法律 110番
　ＤＶ、セクハラ、ストーカーなど
女性に対する暴力や離婚にまつわる
問題など、女性の人権に関わる問題
について、女性の弁護士が電話と面
接で相談に応じます。予約優先です。
　詳しくは、お問い合わせください。
■日時＝ 11月 24日（金）
　　　　午前 10時～午後 4時
[ 予約先 ] 鹿児島県男女共同参画セン

ター相談室
（かごしま県民交流センター内）

☎ 099-221-6630（6631）
午前 9時～午後 5時（月曜日は休館）

宝くじの助成金で備品を整備しました！
～コミュニティ助成事業～
　（一財）自治総合センターでは、宝くじの普及広報事業として自治会など
の自主的なコミュニティ活動に対して助成を行い、地域社会の発展に寄与
しています。
　今年度、採択された「上郡地区連絡協議会」の事業が完了しました。
■内容＝�デスクトップ型パソコン１台、ノートパソコン１台、スイッチングハブ１台、カラー

LED複合機１台、キーボックス１台、ポスト１台、ホワイトボード１台、椅子２脚、
折りたたみ椅子５脚、キャビネット６台、歩行草刈機１台、エアコン３台、電話機
１台、卓上照明２台、冷蔵庫１台、扇風機１台、ブロワ２台、ガス湯沸し器１機、
物置２台　の整備

■助成額＝�220 万円
■目的＝�５つの自治会が合併し誕生した新たな自治会の事務所開設に伴い、運営が滞りなく、

安定的に行われるよう備品の整備や周辺整備を行うもの
［担当］�知 �企画課�まちづくり推進係
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知…知覧庁舎☎0993-83-2511　川…川辺庁舎☎0993-56-1111　頴…頴娃庁舎☎0993-36-1111

森
林
馬
事
公
苑
の
再
開

森
林
馬
事
公
苑
は
、

休
苑
し
て
お
り
ま
し

た
が
、10
月
１
日
か
ら
、

「
Ｎ
Ｐ
О
法
人
馬
の
か

ぞ
く
」に
よ
り
、運
営

が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

［
問
］Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
馬
の

か
ぞ
く（
倉
田
）

　

☎
０
９
０-

２
３
９
１-

１
０
１
８

　

☎
０
９
０-

４
５
１
９-

６
２
９
１

相
　
談

借
金
・
債
務
整
理無料

法
律
相
談
会

県
主
催
で
借
金・債
務
整
理
で
お
悩
み
の

方
を
対
象
に
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。相
談
に
は
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す

の
で
、問
合
せ
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
日
時
＝

　
・10
月
24
日（
火
）午
後
６
時
～
９
時

　
・12
月
６
日（
水
）午
後
１
時
～
４
時

■
場
所
＝
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

東
棟
４
階
小
研
修
室
２

［
問
］県
庁	

県
民
生
活
局	

消
費
者
行
政
推

進
室

　

☎
０
９
９-

２
８
６-

２
５
３
３

宅
地
建
物
取
引
無
料
相
談
会

県
お
よ
び（
社
）鹿
児
島
県
宅
地
建
物
取

引
業
協
会
の
共
催
で
宅
地
建
物
取
引
に
係

る
無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時
＝
11
月
13
日（
月
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所
＝
川
辺
文
化
会
館

■
内
容
＝
宅
地
や
建
物
の
取
引
に
関
す
る

こ
と
／
税
金
に
関
す
る
こ
と
／
相
続・贈

与
に
関
す
る
こ
と
／
登
記
に
関
す
る
こ

と
■
相
談
員
＝
弁
護
士
、税
理
士
、土
地
家
屋

調
査
士
、司
法
書
士

［
問
］県	
土
木
部	

建
築
課	

管
理
係

　

☎
０
９
９-
２
８
６-

３
７
０
７

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

の
解
決
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間
を
実

施
し
ま
す
。

相
談
内
容
は
問
い
ま
せ
ん
。相
談
に
は
、

法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権
擁
護
委
員
が
応

じ
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
実
施
日
＝
11
月
13
日（
月
）～
19
日（
日
）

【
面
談
に
よ
る
相
談
】

■
場
所
＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局
知
覧
支
局

■
時
間
＝
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

境
界
ト
ラ
ブ
ル休

日
無
料
相
談
所

法
務
局
職
員
お
よ
び
土
地
家
屋
調
査
士

に
よ
る
境
界
の
ト
ラ
ブ
ル
、筆
界
特
定
に
関

す
る
無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
希
望
の
方
は
、11
月
22
日
（
水
）ま

で
に
予
約
先
の
電
話
番
号
へ
予
約
願
い
ま

す
。相
談
内
容
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時
＝
11
月
23
日（
木・祝
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所
＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局
知
覧
支
局

■
予
約
先
電
話
番
号

　
０
９
９
３-

83-

２
２
０
８

［
問
］鹿
児
島
地
方
法
務
局	

不
動
産
登
記

部
門

　

☎
０
９
９-

２
５
９-

０
６
９
５

５
時
15
分

【
電
話
に
よ
る
相
談
】

■
時
間
＝

○
平
日
：
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

○
土・日
曜
日
：
午
前
10
時
～
午
後
５
時

■
電
話
番
号
＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局

　

０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０（
全
国
共
通

ダ
イ
ヤ
ル
）※
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で

き
ま
せ
ん
。

［
問
］鹿
児
島
地
方
法
務
局	

人
権
擁
護
課

　

☎
０
９
９-

２
５
９-

０
６
８
４

調
停
に
関
す
る
無
料
相
談
会

裁
判
所
の
民
事
調
停
委
員
や
家
事
調
停

委
員
が
、交
通
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
、土

地
建
物
の
売
買・譲
渡
、金
銭
の
貸
借
、土
地

の
境
界
、婚
姻
、離
婚
、夫
婦･

親
子
関
係
、

扶
養
、相
続
な
ど
に
関
す
る
家
族・親
族
間

の
も
め
ご
と
な
ど
に
つ
い
て
の
調
停
手
続
の

利
用
に
関
し
て
、無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。

＊
相
談
者
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

＊
予
約
は
不
要
で
す
。

■
日
時
＝
11
月
25
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
０
時
30
分

■
場
所
＝
頴
娃
文
化
会
館

[

問]
指
宿
調
停
協
会

　

☎
０
９
９
３-
22-

２
９
０
２

　
　
（
指
宿
簡
易
裁
判
所
）

南九州市悩み相談室
　悩みに大小はありません。話すことで少しでも楽
になり何かが変わるかもしれません。
※�相談は無料。専門の女性カウンセラーが対応し、
秘密は固く守られます。誰が相談したかは市の担
当職員にも知らされません。

※�相談には、事前予約が必要です。（性別は問いま
せん）

■日時＝�毎月 1 回（いずれかの土曜日）予約時　
にお尋ね下さい。

■場所＝ちらん夢郷館（ちらん図書館）の個室
■予約先＝南九州市役所
　　　　　☎ 0993-83-2511（専用内線 2222）
※�予約の際は、連絡先をお聞きしますのでご了承く
ださい。

［担当］�知 �企画課�まちづくり推進係
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平成30年度保育所等入所児童 募集！！
募集受付期間　平成29年11月20日（月）〜12月15日（金）

　市内保育所および認定こども園（２号・３号）の平成30年度入所児童を募集します。入所条件は、南九州市に住民登
録をしており、児童の保護者（別居している場合は、児童の面倒を見ている人）が次のいずれかの事情で保育ができな
い場合です。
◎就労 (１カ月に64時間以上仕事をしていること)
◎保護者の出産前後、病気、負傷または心身に障がいを負っているなど
◎児童の家庭内に長期にわたる病人や心身に障がいのある人がいるため、保護者が常時介護、看護にあたっている
◎震災、風水害、火災その他の災害の復旧に当たっている
◎求職活動 (起業準備を含む)　　　◎就学 (職業訓練校など含む)
◎虐待やDVのおそれがある場合(配偶者からの暴力により保育を行うことが困難であると認められる場合)
◎育児休業取得時に、既に保育所を利用している子どもがいて継続利用が必要である場合
◎その他、上記に類する状態として市長が認める場合
※ 11月10日（金）から申込書や手引きなどを市役所保育所担当窓口にて配布します。
　必要な書類は、手引きでご確認ください。
※市外の保育所および認定こども園（２号・３号）への入所を希望される方、現在入所中の児童についても申し込み、

または現況届の手続きが必要です。
※認定こども園（１号）の入所については、認定こども園に直接申し込むこととなります。

【市内の保育所等一覧】
※大川保育園は平成30年度から認定こども園となります。　　
※「保育所等」とは、認可保育所および認定こども園(２号・３号) のことをいいます。
(1) 保育所･･･仕事や病気などのために家庭で保育ができない保護者に代わって０歳から小学校就学前までの児童を保育

する児童福祉施設
(2) 認定こども園･･･幼稚園と保育所の機能をあわせ持ち、教育と保育を一体的に行う施設

頴娃 保育所 頴娃保育園、粟ケ窪保育所、御領保育園、光栄保育園、ちどり保育園、青戸保育所
認定こども園 南九州勝縁こども園、大川保育園

知覧 保育所 大心寺二葉保育園、中央保育園、明光保育園、大徳寺保育園
認定こども園 ちらん平和こども園

川辺 保育所 緑が丘保育園、星の子保育園
認定こども園 おののもりこども園、かつめこども園、川辺幼稚園、こばとこども園

［担当］�川 �福祉事務所�児童福祉係　頴 �・�知 �支所�福祉係

あなたのお住まい！地震への備えは大丈夫ですか？
「耐震化」とは、地震の大きな揺れに対して建物
が耐えられるように補強することをいいます。
建物に関する法律（建築基準法）の改正により、
昭和56年５月に揺れに耐える壁の量の基準が強
化されました。お住まいが昭和56年５月以前に建
てられている場合は、耐震化を検討しましょう。

お住まいが、昭和56年５月31日以前に建築された場合は、耐震性があるかどうか専門家に相談しましょう。
耐震診断を実施できる専門家は、県ＨＰで公表しています。

専門家に補強計画を作成してもらい、地震に備えた補強工事を行いましょう。補強工事を行う前には、必
ず見積書をもらいましょう。

南九州市では、対象の戸建て木造住宅に対する補助を行っています。
○耐震診断：最大６万円　　○耐震改修工事：最大30万円　　詳しくは、担当係までご相談ください。

［担当］�知 �建築住宅課�建築係

まずは、耐震診断をしましょう

耐震性がないと診断されたら…

補助はないの？

地震発生！
耐震性があれば

耐えられる！

耐震性がないと

耐えられない…
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知…知覧庁舎☎0993-83-2511　川…川辺庁舎☎0993-56-1111　頴…頴娃庁舎☎0993-36-1111

事業主（給与支払者）の方へ
個人住民税の特別徴収についてのお知らせ

従業員の給与から所得税を源泉徴収する給与支
払者（事業主）は、個人住民税についても給与から天
引きして市町村に納入しなければならないことが地
方税法に定められています。そのため、鹿児島県と
南薩地域４市は、これまで法令の要件に当てはまる
多くの事業主を特別徴収する者（特別徴収義務者）
として指定しています。まだ指定されていない事業
主についても、平成30年５月に指定しますので、ご理
解とご協力をお願いします。

詳しくは、担当係または南薩地域振興局県税課に
お問い合わせください。

①給与支払報告書
の提出

（1月31日まで）

③特別徴収税額
の通知

（5月31日まで）
④特別徴収税額
　通知書の配付
（5月31日まで）

⑤税額の徴収
（給与天引き）

（6月支給分から翌5月支給分まで）
⑥税額の納入
（翌月10日まで）

②
税
額
の
計
算

特別徴収（給与天引き）の方法による納税のしくみ

従
業
員

（
納
税
義
務
者
）

事
業
主

（
給
与
支
払
者
）

市
町
村

思ったより簡単な特別徴収
◎各月の給与から天引きする税額は、市から通知
されるので所得税のように税額を計算する必
要がない。また、年末調整の必要もない。

◎天引きした税額は、毎月、金融機関の窓口で納
付書を添えて払い込むだけ。毎月の払い込み
が面倒なときは、まとめて６月と12月に払い込
むこともできる。（従業員10人未満で手続きし
た事業主に限る）
従業員に喜ばれる特別徴収
◎毎月の給与から天引きされるので、時間の余裕

のない平日に金融機関へ行く必要がなくなる。
また、納め忘れの心配がなくなる。

◎これまで１年分を４回で納めていたが、12回
（月）の給与天引きとなるので、１回あたりの負
担額が減る。

［担当］頴 �税務課�市民税係
　　　　南薩地域振興局�県税課　☎0993-52-1317

マイナンバーカードの申請を市役所で ！！
市役所の各支所にマイナン

バーカードの申請ができるタブ
レットを設置しました。これから
マイナンバーカードの申請を
される方は、写真もタブレット
で撮れますのでご利用ください。各種手続きなどでマ
イナンバーを利用する場面が増えています。この機会
にマイナンバーカードを申請しましょう。

マイナンバーカードは申請から発行まで１カ月程度か
かります。

[問] 川 �市民生活課�市民係

◇学生◇
・奨学金の申請時に貸与元の機関へ
・アルバイトを始めるときにバイト先へ
◇就職◇
・源泉徴収票作成や雇用保険などの手続きで就職先へ

◇退職後など◇
・年金手続きで年金事務所へ
・雇用保険の失業など給付の手続きでハローワークへ
・福祉や介護の手続きで市役所へ

◇子育て◇
・児童手当、出産育児一時金、保育園など入園の申請

時に市役所や健康保険組合へ

※次のようなときにマイナンバーが必要です。

みほん

「郷土に学び・育む青少年運動」強調月間　11/1～11/30
「青少年育成の日」　毎月第3土曜日

「家庭の日」　毎月第3日曜日

★ 地域活動を通して、地域ぐるみで
青少年を育み、青少年団体や青少
年リーダーの活用を図りましょう。

★ 食事や家事を一緒にする中で、そ
の日にあったことを話したりして
子どもとの会話を大切にしましよ
う！

アドベンチャー in 屋久島（8月22日～25日）
～千尋の滝～

「育児の日」　毎月19日
★ 家庭内でよく話し合って、我が家

の約束事やルールを作りましょ
う！

「共通実践事項」
○気持ちのよいあいさつと返事をしよう！
○地域の行事に参加しよう！
○家の手伝いや読書をしよう！

2018 年版　鹿児島県民手帳　販売
鹿児島の情報がギュッ

と詰まった実用的な一
冊です。「ふるさとの主
な催し」や「とっさの時
のお役立ち情報」など
が掲載され、県内５施設の割引パス
ポートも付いて楽しい情報が満載で
す。購入希望者は、担当係またはお近
くの書店、コンビニ（セブン・イレブン、
ローソン、ファミリーマート）でお求めく
ださい。
■サイズ＝縦15㎝×横8.5㎝
■色＝黒、赤
■価格＝540円（税込）

［担当］知企画課�広報統計係
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